＜別紙②：研究室において事前に学生に提出させる同意書雛形＞

注：次頁を印刷のうえ、ご利用ください。
年　　月　　　日
九州工業大学長　 殿
プログラム等著作物の著作権譲渡同意書

学生である私は，研究室での研究に従事し，プログラム等を作成するにあたり，当該プログラム等が長期にわたる職員や学生等の貢献により生み出された研究成果を基礎に，指導教員の指導を受けて作成されることを理解し，当該プログラム等著作権の譲渡について以下の通り同意いたします。

従事する研究内容等

研究テーマ：

　　　

主な研究活動の内容：

私は，本研究活動に従事し，作成するプログラム等著作物については，本研究終了時に著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２１条から第２８条に規定するすべての著作権を国立大学法人九州工業大学に譲渡し，同法第１８条から第２０条に規定する著作者人格権を行使しないことに同意する。
学生：
所 属

学生番号
氏 名（自署・押印）　　　　　　　　　　印

指導教員である私は，当該学生が自己の意思で，著作権譲渡に同意したことを確認しました。
研究代表者(指導教員)：

所属
氏 名（自署・押印）　　　　　　　　　印

注１：当該プログラム等著作物の活用により法人に収入があった場合，「国立大学法人九州工業大学職務発明規程」（平成１６年九工大規程第３５号）第１２条の特許補償の規定を準用し，報償金を支払うことができる。
注２：作成を命じた職員等は本確認書を保管，写しを当該学生に交付するとともに，プログラム等届出の際には添付すること。
指導教員の指導を受けて作成したもの又は長期にわたり職員や学生，大学院生等の貢献により生み出された研究成果は，一般的に，厳密にその著作権者を特定することが困難な場合が多く，産業利用時に支障を生じる場合がある。このようなプログラム等著作物を開発している研究室においては，学生の著作権を学生がその研究室に所属するときに，本学へ権利譲渡する意思を確認しておくことが望ましい。


その場合，学生が自己の意思で本学に権利を譲渡する必要があることから，各担当教員の指導上の判断に基づき学生に対して十分な説明を行った上で，同意書に捺印を求め，その後，職員に準じて契約書を締結することが望ましい。不明な点は産学連携推進センター知的財産部門へお問い合わせください。








